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東京自動車教習所労働組合機関紙

今年の夏季一時金交渉では、14支部のうち12

支部が昨年を上回る回答を獲得しました。長引

く物価高騰や金利上昇により、食料品や光熱費

など生活に欠かせない支出が増え続ける中、こ

の結果は組合員の生活を守るために各支部が粘

り強く交渉を積み重ねた成果といえます。

各支部では、経営状況や業績を丁寧に分析し、

現場の実態や組合員の切実な声を会社へ届けな

がら、最後まで粘り強い交渉を展開しました。

厳しい交渉となった支部では、職場集会や激励

行動、さらにはストライキ態勢を背景とした取

り組みを進め、会社に誠意ある対応を求め続け

ました。その結果、多くの支部で昨年を上回る

回答を引き出すことができました。

なかでも金町支部は、昨年新校舎が完成し、

５月末の累計入所生が昨年比１３２．９％、教

習稼働時減数も昨年比１１８．８％と奮闘し業

績は絶好調となっていました。好調な業績と組

合員の努力を背景に交渉をすすめ、昨年比３１

万円増の７０万円を引き出し妥結しました。

一方で、すべての支部が満足できる結果と

なったわけではありません。しかし、各支部

の奮闘は、組合員の生活を守るという共通の

目的のもと、組合の団結力と交渉力を改めて

示すものとなりました。

豊島支部では、夏季一時金交渉において、

好調な業績を背景に、組合員の生活を守ると

の強い決意のもと、会社側と粘り強い交渉を

重ねた結果、数度にわたる上積み回答を引き

出し64万円で妥結しました。

市川中央支部も組合員の強固な団結と千

葉県でトップクラスの業績を背景に、昨年

比３万６千円増となる７３万６千円を引き

出し妥結しています。



6月22日、東大和グランドボウルにおいて組合ボウリング大会を開催し、約60名の組合員が

参加しました。当日は2ゲームのハンデ戦で行われ、経験者から初心者まで誰もが上位入賞を

目指して熱戦を繰り広げました。ストライクやスペアが決まるたびに大きな歓声が上がり、会

場は終始笑顔と活気に包まれました。２ゲーム戦の結果、個人優勝（ハンデ無）は新東京支部

大矢組合員、優勝チーム（ハンデ有）は王子Bチームとなりました。競技終了後は懇親会を開

催し、食事を囲みながら親睦を深めました。カラオケでは多くの参加者が自慢の歌声を披露し、

会場全体が一体となって大いに盛り上がりました。普段は職場や支部が異なり交流の少ない組

合員同士も親しく語り合い、世代を超えた交流を深める貴重な機会となりました。


